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ご
あ
い
さ
つ 

朝
夕
は
さ
わ
や
か
な
風
が
吹
き
抜
け

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
暑
さ
が

残
る
日
々
が
続
い
て
い
ま
す
。
今
年
は
台

風
や
雨
の
多
い
夏
で
あ
り
ま
し
た
。 

各
地
で
起
こ
っ
た
災
害
を
忘
れ
る
こ

と
な
く
、
一
人
一
人
の
防
災
へ
の
取
り
組

み
が
大
切
だ
と
考
え
ま
す
。 

稲
穂
も
黄
金
色
に
変
わ
り
収
穫
の
季

節
と
な
り
ま
し
た
。
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
ご
健
勝
に
お
過
ご
し
で
し
ょ
う
か
。 

さ
て
、
９
月
６
日
か
ら
14
日
ま
で
の

９
日
間
、
平
成
28
年
山
北
町
議
会
第
３

回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
主
な
議

題
は
平
成
27
年
度
決
算
の
認
定
で
し
た
。 

速
報
と
し
て
い
つ
も
の
よ
う
に
お
知

ら
せ
し
て
ま
い
り
ま
す
。
ご
一
読
い
た
だ

い
て
ご
意
見
な
ど
お
寄
せ
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド 

御
殿
場
線
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
利
用
を 

皆
さ
ん
は
Ｓ
ｕ
ｉ
ｃ
ａ
（
Ｊ
Ｒ
東
日

本
）
、
Ｔ
Ｏ
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
Ｊ
Ｒ
東
海
）
や
Ｐ

Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
（
Ｐ
Ａ
Ｓ
Ｍ
Ｏ
協
議
会
）
と
い

う
言
葉
を
聞
い
た
こ
と
が
あ
る
と
思
い

ま
す
。
既
に
利
用
さ
れ
て
い
る
方
も
大
勢

い
ら
れ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

現
在
、
日
本
国
内
の
交
通
会
社
で
は
そ

れ
ぞ
れ
名
前
を
付
け
て
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
を

発
行
し
て
お
り
、
乗
車
券
と
し
て
の
利
用

の
他
に
電
子
マ
ネ
ー
と
し
て
も
使
え
ま

す
。
ま
た
、
最
近
で
は
各
社
カ
ー
ド
の
相

互
利
用
も
可
能
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

首
都
圏
の
電
車
・
バ
ス
に
は
ほ
と
ん
ど

の
路
線
で
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
が
利
用
で
き
ま

す
。
現
金
を
持
た
な
く
て
よ
い
、
混
雑
時

に
も
切
符
を
買
う
時
間
が
省
け
る
な
ど

利
便
性
が
向
上
し
て
い
ま
す
。 

御
殿
場
線
で
は
御
殿
場
～
沼
津
間
は

各
駅
で
利
用
が
可
能
で
す
が
、
国
府
津
～

御
殿
場
間
の
駅
に
は
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
読
み

取
り
機
が
設
置
さ
れ
て
い
な
い
の
で
利 

 用
で
き
ま
せ
ん
。 

現
状
の
活
動
状
況 

御
殿
場
線
沿
線
の
自
治
体
で
は
「
御
殿

場
線
利
活
用
推
進
協
議
会
（
会
長
：
御
殿

場
市
長
、
副
会
長
：
山
北
町
長
）
」
を
設

け
Ｊ
Ｒ
東
海
に
対
し
、
交
通
系
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
の
導
入
、
輸
送
力
の
増
強
、
駅
施
設
の

整
備
な
ど
を
継
続
し
て
要
望
し
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
Ｊ
Ｒ
東
海
の
厚
い
壁
に
阻

ま
れ
成
果
を
上
げ
る
に
は
至
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。 

こ
の
協
議
会
が
実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
、
不
便
と
感
じ
る
点
は
何
か

と
の
設
問
に
、
運
行
ダ
イ
ヤ
と
Ｉ
Ｃ
カ
ー

ド
未
対
応
が
そ
れ
ぞ
れ
約
30
％
を
占
め

て
い
ま
す
。
ま
た
、
改
善
点
で
は
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
関
係
が
ト
ッ
プ
で
35
％
、
電
車
の
増

便
が
26
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

山
北
町
議
会
で
は
総
務
環
境
常
任
委

員
会
で
人
口
減
少
問
題
に
つ
い
て
調
査

研
究
し
て
き
ま
し
た
。
日
本
全
体
で
人
口

が
減
少
す
る
時
代
に
入
っ
て
お
り
、
人
口

を
増
や
す
こ
と
は
難
し
く
、
減
少
の
速
度

を
緩
や
か
に
し
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ

く
り
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
そ
の
対
策
と
し
て
、
交
通
の

便
、
働
き
場
所
の
確
保
、
子
育
て
環
境
、

未
婚
・
晩
婚
、
鳥
獣
被
害
な
ど
が
考
え
ら

れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
も
一
番
は
交
通
の

便
の
改
善
で
す
。
山
北
か
ら
転
出
し
た
人

へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
で
は
95
％
が
交

通
の
便
が
悪
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。 

議
員
連
盟
設
立
で
活
動
を
拡
げ
る 

御
殿
場
線
沿
線
の
議
員
に
よ
る
議
員

連
盟
を
設
立
し
て
、
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
導
入
促

進
に
絞
っ
て
Ｊ
Ｒ
東
海
に
働
き
か
け
る

運
動
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
国
府
津
～
御

殿
場
間
だ
け
が
取
り
残
さ
れ
て
い
る
現

状
を
何
と
か
打
破
し
た
い
と
い
う
考
え

で
す
。
御
殿
場
線
利
活
用
推
進
協
議
会
と

も
連
携
し
な
が
ら
成
果
が
出
る
よ
う
な

活
動
を
計
画
し
て
い
き
ま
す
。 
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一
般
会
計
の
状
況 

歳
入 

○
町
税
は
平
成
20
年
度
に
は
22
億
円

あ
り
ま
し
た
が
、
平
成
23
年
度
か
ら
20
億

円
を
切
っ
て
お
り
、
毎
年
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。 

○
町
税
、
使
用
料
及
び
手
数
料
や
分
担

金
及
び
負
担
金
な
ど
の
自
主
財
源
は
歳

入
総
額
の
４
６
．
１
％
と
な
り
ま
し
た
。 

○
町
債
は
３
億
５
０
０
０
万
円
で
す

が
、
３
億
１
３
７
２
万
円
は
、
地
方
交
付

税
の
代
替
財
源
で
あ
る
臨
時
財
政
対
策

債
で
あ
り
、
普
通
建
設
事
業
費
な
ど
の
投

資
的
経
費
に
充
て
る
起
債
が
減
っ
て
い

ま
す
。 

○
依
存
財
源
は
地
域
活
性
化
・
地
域
住

民
生
活
等
緊
急
支
援
交
付
金
な
ど
国
庫

支
出
金
の
増
、
地
方
交
付

税
（
９
億
８
３
７
７
万
円

→
11
億
３
７
６
３
万
円
）
、

地
方
消
費
税
交
付
金
（
１

億
２
８
２
８
万
円
→
２
億

１
２
０
６
万
円
）
の
大
幅

増
に
よ
り
、
歳
入
総
額
の

５
３
．
９
％
と
な
り
ま
し

た
。 ○

町
税
、
地
方
交
付
税
、

国
・
県
支
出
金
及
び
町
債

が
地
方
自
治
体
の
４
大
財

源
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
お

り
、
山
北
町
で
も
そ
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

歳
出 

○
人
件
費
は
、
退
職
手

当
組
合
負
担
金
の
減
な
ど

に
よ
り
減
少
し
て
い
ま
す
。 

○
公
債
費
３
億
６
１
０

０
万
円
の
う
ち
臨
時
財
政

対
策
債
な
ど
交
付
税
措
置

さ
れ
る
分
が
２
億
６
０
０

万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

○
投
資
的
経
費
は
、
平

成
25
年
度
は
山
北
駅
北

側
住
宅
「
サ
ン
ラ
イ
ズ
山

北
」
の
建
設
、
平
成
26
年
度
は
岸
幼
稚
園

の
建
て
替
え
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
ら
事

業
の
終
了
に
よ
り
平
成
２
７
年
度
は
減

少
し
ま
し
た
。 

○
繰
出
金
は
、
国
民
健
康
保
険
、
介
護

保
険
、
下
水
道
事
業
各
特
別
会
計
へ
の
繰

出
し
が
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。 

○
補
助
費
等
の
主
な
も
の
は
事
務
委

託
や
一
部
事
務
組
合
な
ど
へ
の
負
担
金

で
あ
り
、
小
田
原
市
消
防
へ
１
億
８
５
７

０
万
円
、
足
柄
上
衛
生
組
合
へ
１
１
６
６

万
円
、
足
柄
西
部
清
掃
組
合
へ
１
億
９
２

６
万
円
の
負
担
を
し
て
い
ま
す
。 

町
内
各
団
体
へ
の
補
助
金
の
合
計
は

３
５
０
２
万
４
０
０
０
円
で
、
社
会
福
祉

協
議
会
へ
２
１
０
０
万
円
、
観
光
協
会
へ

５
２
７
万
５
０
０
０
円
、
商
工
会
へ
４
８

８
万
６
０
０
０
円
が
上
位
３
団
体
と
な

っ
て
い
ま
す
。 

経
常
収
支
比
率 

自
治
体
の
財
政
構
造
の
弾
力
性
を
測

る
比
率
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
、
経
常
収

支
比
率
は
８
４
．
７
％
と
な
り
、
前
年
度

よ
り
若
干
改
善
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
数

値
が
高
い
と
、
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少

な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
望
ま
し
い
と
さ

れ
る
数
値
は
７
５
～
８
０
％
で
あ
り
、
こ

れ
を
超
え
て
い
ま
す
。 

足
柄
上
郡
４
町
で
は
、
中
井
町
８
２
．

５
、
大
井
町
８
４
．
３
、
松
田
町
９
１
．

６
、
開
成
町
８
４
．
３
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

平
成
27
年
度
決
算 

町税

1,811 
38.3%

地方交付税

1,138 
24.0%

国・県支出金

765 
16.2%

町債

350 
7.4%

繰入金

67 
1.4%

その他

600 
12.7%

一般会計歳入（単位百万円)

５１６０ 

合計

４５９１

４６３７

1,181 

1,225 

人件費
1,215 

481 

507 

扶助費
482 

344 

351 

公債費
361 

投資的経費
1,106 

548 

325

447 

445 

繰出金
513 

689 

711 

補助費等
800 

913 

850 

その他
880 
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